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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第３四半期
連結累計期間

第39期
第３四半期
連結累計期間

第38期

会計期間
自　2022年 3月 1日
至　2022年11月30日

自　2023年 3月 1日
至　2023年11月30日

自　2022年3月 1日
至　2023年2月28日

売上高 （千円） 14,958,962 17,362,784 19,408,149

経常利益 （千円） 920,564 1,105,498 1,054,694

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 562,856 720,266 687,999

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 553,805 724,877 696,042

純資産額 （千円） 2,812,422 3,490,607 2,954,660

総資産額 （千円） 7,123,684 8,483,858 7,059,773

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 56.15 72.12 68.72

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 39.5 41.1 41.9

 

回次
第38期

第３四半期
連結会計期間

第39期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2022年 9月 1日
至　2022年11月30日

自　2023年 9月 1日
至　2023年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 19.51 21.86

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動は以下のとおりです。

 

　当社は、以下のとおり子会社を設立し、第２四半期連結会計期間から、連結の範囲に含めております。

１．子会社設立の目的

　　当社と日菱インテリジェンス株式会社は、以前より業務用エアコン洗浄ロボット事業の共同推進に関する業務提

　携契約を締結し、業務用エアコン洗浄ロボットの開発及び市場への展開を推進してまいりました。昨今、企業の省

　エネ・環境問題への取り組みに対する意識が益々高まりつつある市場環境下において、洗浄の高品質化と標準化を

　可能とし、洗浄作業者の安全性を確保しつつ、労働生産性の向上を実現することが可能な業務用エアコン洗浄ロボ

　ット事業を市場へ展開する活動をさらに加速させることを目的として、日菱インテリジェンス株式会社との間で当

　社子会社であるシンロボサービス株式会社への業務用エアコン洗浄ロボット事業の譲受けに係る譲渡契約を締結い

　たしました。

 

２．子会社の概要

（１）名称 シンロボサービス株式会社

（２）所在地 東京都三鷹市上連雀一丁目12番17号

（３）代表者 代表取締役社長　内藤　剛

（４）事業内容
業務用エアコン洗浄ロボットの製造・保守及び業務用エアコン洗浄ロボット

サービスの提供

（５）資本金 10,000千円

（６）設立年月日 2023年7月14日

（７）決算期 毎年2月末日

（８）大株主及び持株比率 当社100％
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　新型コロナウイルス感染症による事業への影響については、引き続き今後の状況を注視してまいります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症にかかる各種規制が段階的に解除

され、感染症法上の区分も2023年5月8日より季節性インフルエンザと同等の「5類」に引き下げられる等、新型コ

ロナウイルス感染症が経済活動に及ぼす影響が軽減されつつある中において、全体として景気は緩やかな回復基調

が見られました。一方、ロシア・ウクライナ情勢の長期化、世界的な物価上昇と金利引き上げ、円安の急激な進行

などの社会経済活動の下押し要因の高まりが想定され、依然として景気の先行きは不透明な状況が続いておりま

す。

　このような経済環境の下、当社グループが展開するトータルメンテナンスサービス事業は、店舗・施設の設備・

機器及び内外装等の修理・修繕といった店舗・施設運営には欠かせない業務をアウトソーサーとして担うことに

よって顧客へ利便性・効率性・経済性を提供しております。メンテナンスのニーズそのものは、店舗・施設の設

備・機器及び内外装等の存在がある以上、底堅いものがあります。また新型コロナウイルス感染症の影響や世界経

済情勢により厳しい経営環境が継続している状況下では、店舗・施設運営におけるトータルコストの低減の重要度

が従来にも増して上がってきております。当社グループとしましては、店舗・施設のメンテナンス管理業務のアウ

トソースによる内部コスト低減、メンテナンス道場を活用したメンテナンス教育による外注コストの低減、これま

で蓄積されたデータの分析による予防メンテナンス・計画修繕の提案等の施策を示し、経営・業績に貢献する店

舗・施設運営のパートナーとして迎えていただくことを目指し活動を続けております。中でも、メンテナンス道場

においてはオンラインを活用し、動画配信やライブ中継による研修を継続して行い、顧客とのさらなる信頼関係の

構築を推進しております。

　事業活動におきましては、前期より活動を継続してまいりましたが、感染症予防体制を整え、24時間の依頼受付

窓口と営業体制で、コロナ禍においても徹底して顧客に寄り添う体制を維持したことから、他社に依頼されていた

エリア・工種の案件が寄せられる等、業界内のシェアを向上させる戦術が功を奏しております。また、コロナ禍に

おいて店舗・施設での空調・換気システムへの関心が高まり、メンテナンス需要が増加したことに伴い、空調案件

専門チームを組成して対応した結果、新規顧客の受注獲得、既存顧客の拡大に寄与しております。兼ねてより取り

組んできた飲食業界以外の業界へのビジネスを拡大する活動につきましては、これまで以上にドラッグストア、介

護事業者、物販・小売業などへ向けてサービス提供を行い、これまでに手掛けていなかった業態への販売促進活動

を強化した結果、既存顧客の拡大に加え、新たな顧客を獲得しております。

　これらの活動を継続してまいりました結果、当社グループ売上高の大半を占める「緊急メンテナンスサービス」

につきましては、新規顧客の獲得に加え、既存顧客のサービス対象店舗及びメンテナンスの対象種類の増加により

好調に推移いたしました。また、突発的な設備・機器の不具合発生を未然に防ぐための「予防メンテナンスサービ

ス」につきましては、大手チェーン企業の店舗を中心に既存サービスであるエアコン、冷凍・冷蔵機器についての

事前整備・点検・洗浄が堅調に推移いたしました。

　上記の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は17,362百万円（前年同期比16.1％増）、経常利益1,105百万

円（前年同期比20.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は720百万円（前年同期比28.0％増）となりまし

た。
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(2）財政状態の分析

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末と比較して1,424百万円増加し、8,483百万円となりま

した。これは主に、現金及び預金の増加577百万円及び売掛金の増加733百万円によるものであります。

（負債）

　負債合計は前連結会計年度末と比較して888百万円増加し、4,993百万円となりました。これは主に、買掛金の増

加909百万円によるものであります。

（純資産）

　純資産は前連結会計年度末と比較して535百万円増加し、3,490百万円となりました。これは主に、利益剰余金の

増加491百万円によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、重要な変更及び新たに発生した課題はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(5）従業員数

　特記すべき事項はありません。

 

(6）生産、受注及び販売の実績についての著しい変動の有無

　特記すべき事項はありません。

 

(7）主要な設備の状況

　特記すべき事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年11月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2024年1月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,833,000 10,833,000
東京証券取引所

（グロース市場）

単元株式数は100株であ

ります。

計 10,833,000 10,833,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年 9月 1日～

2023年11月30日
－ 10,833,000 － 236,000 － 194,320

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 834,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,996,300 99,963 －

単元未満株式 普通株式 2,000 － －

発行済株式総数  10,833,000 － －

総株主の議決権  － 99,963 －

（注）単元未満株式数には当社所有の自己株式26株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合
（％）

シンメンテホールディングス株式会社
東京都品川区東大

井二丁目13番８号
834,700 － 834,700 7.71

計 ― 834,700 － 834,700 7.71

（注）上記の他に単元未満株式として自己株式を26株所有しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2023年9月１日から2023年

11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年3月１日から2023年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年2月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,378,902 3,956,807

受取手形 56,545 68,896

売掛金 2,210,362 2,943,696

商品 83,069 81,318

未成業務支出金 135,595 97,334

未収還付法人税等 97,159 49,281

その他 301,797 461,692

貸倒引当金 △54 △67

流動資産合計 6,263,378 7,658,960

固定資産   

有形固定資産 194,180 252,880

無形固定資産   

のれん 33,002 69,501

その他 34,742 37,941

無形固定資産合計 67,744 107,442

投資その他の資産 534,469 464,575

固定資産合計 796,394 824,898

資産合計 7,059,773 8,483,858

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,524,193 3,433,284

１年内返済予定の長期借入金 160,000 160,000

リース債務 6,125 7,643

未払金 389,595 271,623

未払法人税等 148,978 237,525

賞与引当金 － 66,941

その他 154,771 165,132

流動負債合計 3,383,664 4,342,152

固定負債   

長期借入金 347,000 227,000

リース債務 20,742 13,653

資産除去債務 32,800 37,885

役員退職慰労引当金 320,905 371,792

その他 － 767

固定負債合計 721,448 651,099

負債合計 4,105,112 4,993,251

純資産の部   

株主資本   

資本金 236,000 236,000

資本剰余金 719,216 727,336

利益剰余金 2,982,474 3,473,714

自己株式 △983,476 △951,500

株主資本合計 2,954,213 3,485,549

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 446 5,057

その他の包括利益累計額合計 446 5,057

純資産合計 2,954,660 3,490,607

負債純資産合計 7,059,773 8,483,858
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2022年 3月 1日
　至　2022年11月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2023年 3月 1日
　至　2023年11月30日)

売上高 14,958,962 17,362,784

売上原価 11,670,577 13,472,606

売上総利益 3,288,385 3,890,177

販売費及び一般管理費 2,369,014 2,788,951

営業利益 919,371 1,101,225

営業外収益   

受取利息 912 390

受取配当金 2,700 5,038

その他 1,689 1,292

営業外収益合計 5,302 6,720

営業外費用   

支払利息 3,342 2,447

自己株式取得費用 766 －

営業外費用合計 4,108 2,447

経常利益 920,564 1,105,498

特別利益   

固定資産売却益 1,608 －

投資有価証券売却益 － 41,207

特別利益合計 1,608 41,207

特別損失   

固定資産除却損 － 689

事務所移転費用 3,695 －

減損損失 19,575 －

特別損失合計 23,271 689

税金等調整前四半期純利益 898,901 1,146,016

法人税、住民税及び事業税 315,675 423,473

法人税等調整額 20,370 2,276

法人税等合計 336,045 425,750

四半期純利益 562,856 720,266

親会社株主に帰属する四半期純利益 562,856 720,266
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2022年 3月 1日
　至　2022年11月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2023年 3月 1日
　至　2023年11月30日)

四半期純利益 562,856 720,266

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △9,051 4,611

その他の包括利益合計 △9,051 4,611

四半期包括利益 553,805 724,877

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 553,805 724,877
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　　第２四半期連結会計期間から、2023年7月14日付で新たに設立した子会社「シンロボサービス株式会社」を連

　結の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更等）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。

 

（追加情報）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん償却額は、次の

とおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年 3月 1日
至　2022年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年 3月 1日
至　2023年11月30日）

減価償却費 37,404千円 45,458千円

のれん償却額 16,501千円 19,290千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年3月1日　至　2022年11月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2022年5月27日

定時株主総会
普通株式 194,088 19.00 2022年2月28日 2022年5月30日 利益剰余金

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

　当社は、2022年3月4日開催の取締役会決議に基づき、自己株式240,000株の取得を行いました。この結

果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が255,360千円増加し、当第３四半期連結会計期間末にお

いて自己株式は983,476千円（859,691株）となりました。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年3月1日　至　2023年11月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2023年5月26日

定時株主総会
普通株式 229,360 23.00 2023年2月28日 2023年5月29日 利益剰余金

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

　当社は、2023年6月14日開催の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬として自己株式の処分を行い

ました。この処分により自己株式は31,976千円（28,000株）減少いたしました。この結果、当第３四半期連

結会計期間末において自己株式は951,500千円（834,726株）となりました。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、顧客店舗の設備・機器に対するメンテナンスサービスの提供を主軸に事業を展開しており、

単一セグメントに属しているため、セグメント情報は記載を省略しております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　当社グループの売上高は、顧客との契約から認識された収益であり、財又はサービスの種類別に分解した場合の

内訳は以下のとおりであります。

（単位：千円）
 

サービスの種類

前第３四半期連結累計期間

（自　2022年 3月 1日

　　至　2022年11月30日）

当第３四半期連結累計期間

（自　2023年 3月 1日

　　至　2023年11月30日）

緊急メンテナンスサービス　（注）１ 13,036,042 15,319,944

予防メンテナンスサービス　（注）２ 1,922,920 2,042,840

合　　計 14,958,962 17,362,784

（注）１．突発的に発生した不具合に対する修理・修繕等

　　　２．突発的な設備・機器の不具合を未然に防ぐ定期点検・整備・清掃等

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年 3月 1日
至　2022年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年 3月 1日
至　2023年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 56円15銭 72円12銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
562,856 720,266

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
562,856 720,266

普通株式の期中平均株式数（株） 10,024,224 9,987,070

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年１月11日

シンメンテホールディングス株式会社

取締役会　御中
 

東陽監査法人

東京事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 山田　嗣也

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 西村　仁志

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシンメンテホー

ルディングス株式会社の2023年３月１日から2024年２月29日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023年９

月１日から2023年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年３月１日から2023年11月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、シンメンテホールディングス株式会社及び連結子会社の2023年11月

30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手

したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継

続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半

期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切

でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結

論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として

存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガード

を講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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